
自由民主党 衆議院議員 
 

昭和34年、小さな写真屋に生まれる。 

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。 

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。 

日米交渉や行政改革、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。 

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。 

平成21年衆議院総選挙において、比例南関東ブロックで初当選。 

現在、党政務調査会会長補佐・シャドウキャビネット（影の内閣）の 

総理補佐官として活動中。 

〔趣 味〕 読書、カラオケ、ハンドボール 

〔好きな食べ物〕 ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ） 
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日本の政治状況は、大きな転機にあります。 

かつて、自民党が長期政権を維持してきた時代には、どんなに野党が足を引っ張って

も、物事は何とか進んできました。強行採決をしたり、大臣の首と交換したりして。 

しかしながら、政権交代がしばしば起こる新しい時代を迎えて、しかも衆参のねじれ

が常態化する中で、これまでと同じようなやり方で野党が足を引っ張ったら、物事は全

く進みません。さいとう健が当選後直面した国会は、まさに物事が進まない国会であり

ました。 

次の総選挙では、自民党を中心とする政権ができる可能性が高いと言われております

が、仮にそうだとしても、再び野党が今と同じように、問責決議を乱発し、公債特例法

案を人質に審議拒否をしたりしたら、物事は前に進みません。そんなことを繰り返して

いていいのでしょうか。そうなったら日本は目も当てられません。与党も野党もなく、

われわれは、この一線を乗り越えていかねばなりません。 
  

実は、戦前の一時期、日本の政党政治は、国民の熱狂をもって期待された時期があり

ました。そしてそのときは、日本が国難に直面したときでもありました。にもかかわら

ず、当時の政党は足の引っ張り合いを繰り返し、７年間で６人の総理が登場しました。

今と同じように。 
 

結局、政党は国民からあきれられ、国民の期待が向かった先は、維新を唱える第三極

でありました。つまり、昭和維新を唱えた青年将校たちだったわけです。その後の日本

の歴史は言うまでもありません。 
  

歴史は繰り返すといわれますが、繰り返させてはなりません。 

今の国政に一番必要なのは、まず、日本の政治は、政権交代がしばしば起こるという

新しいステップに入ったという時代認識と、そういう時代認識の下で、いちいちの政策

もさることながら、政策を決め実行できる新しい政治秩序というものを作り上げていく

ことではないかと、さいとう健は思います。 
 

例えば、年金制度のようなものは、政権が変わるごとに変わるようでは、皆さんも将

来設計を立てることができません。こういうものは、与党も野党もなく協力し合いなが

ら安定した制度を作り上げるべきです。現に、スウェーデンでは、与党と野党が７年か

けて協議し制度を作り上げました。                （裏面へ続く） 

「新しい政治を 

            目指して」 



名前・住所の登録不要。 

月刊さいとう健では伝えきれない内容満載。 
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メルマガ 

でしょうか。 
 

 こういった話を至るところで主張し

ておりましたら、朝日新聞が興味を持

ちまして、記事になりました。左に記

事を掲載しておりますので、是非ご覧

いただければ幸いです。 

国と国の争いである戦争においてさえも、学校や病院は砲撃しないようにしようとか、

核兵器は使わないようにしようとか、捕虜は大事にしようとか、そういう最低限の節度が

あります。政党と政党の争いにおいても、年金制度のようなものは砲撃しないようにする

という最低限のルールが必要ではない 

今年も元気な園児たちの運動会に顔出し参加。 

早くから場所取りをされた方もお疲れ様でした。 

年に一度行われる人形供養会を見学。思い思

いの人形が供養されるのを静かに見守りました。 

〈さいとう健 が考える 
     新しい 政治秩序〉 
 

１．不戦ゾーンの設定 

    ・・・年金、医療制度、あるいは、一部の 

           外交のような分野は政争の具にしない。 

           他の分野でどんなにやりあっても。 
  

２．問責決議のルール化 

    ・・・問責決議＝審議停滞とならないような 

           ルール化。 
  

３．総理や大臣の海外出張の容易化 

   ・・・外交を優先し総理や大臣が国際会議 

          にもっと参加できるように国会でルール 

          化する。 
  

４．国会質疑のレベルアップ 

   ・・・妙案はありませんが、少なくともさいとう 

          健は、揚げ足を取る質問はしないと 

          宣言しながら質問することを心がけて 

          います。 
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